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の権利の尊重はもとより、責任あるサプライチェーンを確保するために人権デューディリジェンスにおいて、移民労働者の権利が尊重されているかを確実にする必要がある。各国のサプライヤーに対する労働者の権利保護教育、監査を紹介した世界的なファーストフド企業は、 「誰かにドアを叩かれる前に、ビジネスは自ら 責任を示さなければならない 」と強調した。　
外国人労働者の受入国政府は、
労働基準監督という規制当局としての役割のみならず、自ら商取引を行う者として、た えば 公共調達において人権デューディリジェンス 要件とするなど、移民労働者の権利を保護する環境を形作る重要な役割 もってい 。　
またセッションにおいて指摘さ
れたのは、企業のサプライチェーンにおいて捕捉できない、家事労働者に対する人権侵害である。とくに湾岸諸国における南アジア女性労働者の惨事は後を絶たない。社会において安い労働力を求めるということ自体 社会規範が問わ




カップ開催地である。本フォ ラムでもっとも注目を集めたセッションは、ＦＩＦＡ、カタール組織委員会そしてラギー氏をパネリストとした、メガスポーツイベントにおけるビジネスと人権についてのセッションであった。指導原則は、政府や企業のみならず、広範な商業活動をともなう競技組織や大会にも適用される。本フォーラムに先立って、 ラギー氏による 『ＩＦＡと人権』報告書が公表された。これは二○二六年以降の開催地選定には人権基準を条件とすと宣言したＦＩＦＡの要請を受けて、人権リスクの管理について現在のＦＩＦＡの方針および手続きを見直したものである。同報告書は「ＦＩＦＡは全世界二〇〇以上の各国協会のグローバルネットワークを統治し、そのトーナメント
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外でのビジネス活動にあたり、既に人権に配慮した企業行動が各国から求められているので、日本政府によるガイドラインが必要であるとの提言がなさ た。サプライチェーンの自主的監査については、たとえば米国カリフォルニア州のサプライチェーンにおける透明性に関する法律や、英国現代奴隷法がある。また二○一四年六月に強制労働を禁止するＩＬＯ第二九号条約の議定書と同時に出された「強制労働の実効的廃止のための補足的な措置に関する勧告」では、企業の自主的サプライチェーン監査を政府が支援するよう求めている。このように世界各地でサプライチェーンにおけるデューディリジェンスの情報開示が求められているなかで、日本の企業は自社ビジネスが関わるそれぞれの規制に対応す ことを迫られている。日本政府によるガイドラインがあれば、日本企業全体のビジネスと人権に対する取り組みを促し、国際市場、外国の政府調達における日本企業の立場の向上 つな ると議論された。　
聴衆からは日本のプレゼンスを
世界にもっとという意見や、ベス
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